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学位論文内容の要旨
河川環境の劣化が指摘されているダム下流河川において,環境改善の取り組みとして,多くのダムでフラ
ッシュ放流や土砂遼元が試行されている｡それら手法のマニュアル化が進められる一方で,フラッシュ放流
や土砂還元といった河道に対する手立てだけでは改善が十分でない場合があることも指摘されている｡土砂
遺元においては,供給土砂量が少ないと,一度細粒土砂が増えたように見えても,出水を経て再び粗粒化し
てしまうことが報告されている｡また,ダム下流河川でよく見られる岩盤河床では,土砂が堆積しにくいた
めに,土砂還元を行っても,一度岩盤化した河床の回復は期待できない｡このような場合は,河道そのもの
に何らかの工夫を施して,土砂の流下を抑制することが必要と考えられる｡しかしながら,土砂還元の課題
は,土砂が多すぎて流れないことを懸念するものがほとんどであり,また,岩盤河床についても,その改善
を直接の目的としていない場合が多いことから,上記の問題に関する研究は少ないのが現状である｡
本研究は,こうした背景を踏まえて,ダム下流の現地河川における土砂動態の要因分析を行い,河道の現
状に適した河道改良手法を提案し,その効果について水理実験と数値解析により評価を行うことにより,土
砂遺元の効果を高めるための河道改良手法の構築について検討したものである｡
土砂動態の要因分析では,まず,デ丁夕蓄積が少ないダム下流河川における土砂分布特性を理解するため,
ダム直下の約3km区間で線格子法による140箇所の河床材料調査を行い,減少が指摘される粒径20cm以下
の土砂と拡大が懸念される岩盤河床に着目し,縦断的 ･横断的な分布特性と,出水に伴う変化について明ら
かにした｡次に,一次元数値解析により,現地の縦断的な河道特性を把握し,土砂分布状態との関連につい
て考察と,現地河川で土砂が減少する原因の分析を行った｡
河道改良手法の提案では,現地河川で土砂が減少する原因を踏まえて,急流河川において土砂をとどまら
せるための河道改良の方針と,具体な河道改良の方法として,巨石落差工と川幅拡大を提案した｡次に,水
路実験により,巨石落差工について,落差の段数や磯投入の有無が岩盤河床における土砂捕捉効果に与える
影響を明らかにした｡さらに,河道改良の効果予測に用いる非構造格子を用いた平面二次元数値計算を急勾
配河川に適用する際に起こりうる課題と対策について水路実験により検討し,本研究で対象とする流況に効
果的な補正法を示した｡最後に,提案した川幅拡大と巨石落差工を現地へ適用した場合について,補正を考
慮した非構造格子を用いた平面二次元数値計算を用いて河道改良前後の流れの比較を行い,限界移動粒径の
変化から効果を検討し,2つの手法が,土砂の流下を抑制し,水生生物の生息場や産卵場の修復 ･創出に貢
献することを示した｡
論文書査結果の要旨
本研究は,河川環境の劣化が指摘されているダム下流河川における環境改善の取り組みの一環として,
ダム下流の現地河川における土砂動態の要因分析を行い,河道の現状に適した河道改良手法を提案し,
その効果について水理実験と数値解析により評価を行うことにより,環境改善施策の一つである土砂遠
元の効果を高め,水生生物の生息場や産卵場を修復 ･創出するための河道改良手法の構築について検討
したものである｡
土砂動態の要因分析では,まず,データ蓄積が少ないダム下流河川における土砂分布特性をダム直下
の約3km区間で線格子法による140箇所の河床材料調査を行い,減少が指摘される粒径20cm以下の土
砂と拡大が懸念される岩盤河床に着目し,縦断的･横断的な分布特性と,出水に伴う変化について明ら
かにしている｡次に,一次元数値解析により,現地の縦断的な河道特性を把握し,土砂分布状態との関
連について考察し,現地河川で土砂が減少する原因の分析を行っている｡
以上の現地河川で土砂が減少する原因を踏まえて,急流河川において土砂をとどまらせるための河道
改良の方針と,具体な河道改良の方法として,巨石落差工と川幅拡大を提案している｡これらの手法を
現地へ適用した場合について,非構造格子を用いた平面二次元数値シミュレーションにより河道改良節
後の流れの比較を行い,限界移動粒径の変化から改良効果を検討した結果,2つの手法が,土砂の流下
を抑制し,水生生物の生息場や産卵場の修復 ･創出に資することを示している｡
以上の研究によって示された知見の数々は,今後のこの方面の研究の発展並びにダム下流河川の環境
管理の実務に大いに寄与するものである｡よって,本論文は博士 (環境学)の学位に値するものと判断
する凸
